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東日本旅客鉄道 川崎発電所

川崎ﾊﾞｲｵﾏｽ発電・
ｼﾞｬﾊﾟﾝﾊﾞｲｵｴﾅｼﾞｰ

JFEスチール
海底トンネル

ENEOS株式会社
川崎事業所前

蒸気供給
配管

J&T環境

三井埠頭

JFE構内道路

ＪＦＥｽﾁｰﾙ　　

・扇町工場は物流施設として活用(物流業者に賃貸)
・約21haの土地をニトリに売却予定、2024年12月に
引渡し予定（2023.3）

　　　　　　　資源ﾘｻｲｸﾙ工場　1999.3開業等　

 ｻﾐｯﾄ川崎物流ｾﾝﾀｰ　　　　2013.10開業等　約3.3ha　　
　・延床面積 約1.7ha　鉄骨2階建て

　　　　　　　　　　　　　　1932.12開業等　約16.8ha

　　　　　　　　　　約14ha

　　　　　　　　　　2008.4開業等　約6.1ha 

・ENEOS51％、東京ｶﾞｽ49％共同出資
・世界ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの高効率のｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞｻｲｸﾙ
  発電方式を採用
  最高効率57.65％、発電端出力84.74万kW

                     　　1930開業等　約6.7ha

              （倉庫業　大同特殊鋼ｸﾞﾙｰﾌﾟの物流会社）
・大同特殊鋼ｸﾞﾙｰﾌﾟの物流会社で、限定免許のﾊﾞｰｽを使っ
  た沿岸荷役も実施
・水揚能力30,000t/月のﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄﾊﾞｰｽと保管能力30,000tの
  倉庫を保有

J&T環境　1977.10開業等　

1956開業等　約0.9haﾚｿﾞﾅｯｸｶﾞｽﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ　川崎工場

川一産業

1928開業等　約18.2ha三井埠頭

東日本旅客鉄道 川崎発電所

ｱﾐﾀ川崎循環資源製造所　2010.4開業等　約0.2ha

　　　　　　　　　　　　　　　　1939開業等　約34.2ha

・半導体用特殊ｶﾞｽ・材料で世界ｼｪｱNo.1
・ｱﾝﾓﾆｱ、塩素、苛性ｿｰﾀ、次亜塩素酸ｿｰﾀﾞ等の基礎化学品、窒素、水素、ｱﾝﾓﾆｱ等の工業ｶﾞｽを
  製造、臨海部の複数の地域にﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝで供給
・電炉向け黒鉛電極、ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ、電子材料用高純度ガスの3事業がそれぞれ数千億円程度の
  市場規模で世界ｼｪｱのﾄｯﾌﾟ
・使用済みﾌﾟﾗｽﾁｯｸのｹﾐｶﾙﾘｻｲｸﾙを日本最大規模で事業化
・使用済みﾌﾟﾗｽﾁｯｸ由来の低炭素水素を川崎ｷﾝｸﾞｽｶｲﾌﾛﾝﾄ東急REIﾎﾃﾙへ供給。同時に
  同ﾎﾃﾙから出る廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸを原料として回収（2018）
・産業廃棄物処分業許可を取得、破砕成形された状態のﾌﾟﾗｽﾁｯｸ産業廃棄物の受入開始
  （2020.8）
・2020.4に完全子会社化した日立化成の社名を「昭和電工ﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ」に変更（2020.10）
・川崎市・昭和電工・日本ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞで「ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ資源循環」実証事業開始（2020.12）
・2023年1月に持ち株会社制に移行し、社名を「ﾚｿﾞﾅｯｸ」に変更することを発表（2022.3）
・京浜臨海部における大規模水素利用の本格検討を開始（2022.03）
・使用済みプラスチックから生まれた低炭素アンモニアのCO2 排出量 80％強削減を確認(2022.12)
・昭和電工と昭和電工マテリアルズが統合し、社名をレゾナックに変更（2023.01）
・川崎カーボンニュートラルコンビナートの一員としてネットゼロを推進(2023.01)

レゾナック　川崎事業所

・地区内に産業廃棄物処分業者が立地
川崎鍛造工業協同組合団地　（10社）　

・商社やﾒｰｶｰの依頼により陸送されてくる貨物、船便の貨物の積み
 下ろし、ﾊﾞﾝ出し、倉入れ（一時保管）等が主要な業務
・取扱品目は石炭、ｵｲﾙｺｰｸｽ、合金鉄等
・2002年に太平洋ｾﾒﾝﾄの完全子会社化
・リニア工事の残土の受入開始（2017）

・産業廃棄物からｾﾒﾝﾄ原料を製造

・首都圏のＪＲ各線区に電力を供給する基幹施設
・自家用としてはﾄｯﾌﾟｸﾗｽの供給規模
・1･4号機の更新を行うﾘﾌﾟﾚｰｽ計画を実施中
　発電出力：合計74.1万kW→101.8万kW（更新後）
　新４号機（21.1万kW）：2014.4 運転開始
　新１号機（21.1万kW）：2021.6 運転開始

・液化炭酸ｶﾞｽ、ﾄﾞﾗｲｱｲｽ、酸素、窒素、ｱﾙｺﾞﾝ、水素、冷媒
  ｶﾞｽ、滅菌ｶﾞｽ、食品保存用ｶﾞｽ等の製造販売
・隣接する東日本旅客鉄道発電所にｱﾝﾓﾆｱを供給
・液化炭酸ｶﾞｽとﾄﾞﾗｲｱｲｽの生産能力（約３万t/年）
  増強を発表（2022.1）
・昭和電工ガスプロダクツから社名を変更（2023.01）

・廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、汚泥、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、
  繊維くず、ｺﾞﾑくず、金属くず、動植物性残さ、ｶﾞﾗｽくず
  及び陶磁器くず、感染性産業廃棄物の焼却処理と
  ﾘｻｲｸﾙを実施
・廃棄物処理能力：220t/日
・「JFE環境」と「東京臨海ﾘｻｲｸﾙﾊﾟﾜｰ（TRP）の事業統合
  により、社名を「J＆T環境」と変更（2019.4）
・ｿﾘｯﾄﾞｽｸｴｱに川崎本社事務所を新設（2020.2）

川崎天然ｶﾞｽ発電 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011.2開業等　約3.3ha　　　　　　　川崎ﾊﾞｲｵﾏｽ発電・ｼﾞｬﾊﾟﾝﾊﾞｲｵｴﾅｼﾞｰ

・ﾊﾞｲｵﾏｽ専焼(3万3千kW)の都市型ﾊﾞｲｵﾏｽ発電所
・年間12万tのCO2削減効果
・木くずのﾁｯﾌﾟ化施設(処理能力197t/日)を整備(ｼﾞｬﾊﾟﾝﾊﾞｲｵｴﾅｼﾞｰ)
・首都圏の建材を受入
・発電した電力を高津区役所等に供給（2021.4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021.11開業等　　　　ENEOS川崎事業所（ENEOSｶﾜｻｷﾗﾎﾞ）

・ﾄﾞﾛｰﾝの技術・製品を展示するスペースを有するとともに、使用を
 停止したﾌﾟﾗﾝﾄの実設備（配管・ﾀﾝｸ等）を活用し、実際の点検環境
 に近い形でのﾄﾞﾛｰﾝの稼働試験が実施可能

・大型船舶を同時に係留できるﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄﾊﾞｰｽや、野積場（約2.3ha）、日本
  最大級の穀物ｻｲﾛ、最新鋭の青果物倉庫等を有する海陸一貫ﾀｰﾐﾅﾙ
・青果、穀物、石炭、鉱石等の輸入物品中心の搬出･搬入・保管等を実施
・主取扱品は、ﾊﾞﾅﾅ､ｷｳｲﾌﾙｰﾂ､ﾊﾟｲﾅｯﾌﾟﾙ等
・物流業では市内で唯一、営業用穀物ｻｲﾛ(保管能力は170千t)を所有
・バラ貨物については約15万t置くことができる(2022.7)

・産業廃棄物の収集運搬・処理、廃石綿等・低濃度廃PCB等の収集運搬・保管、
  汚泥・ｽﾗｯｼﾞの回収・槽内洗浄・収集運搬・処分、食品廃棄物の再資源化等
  を実施
・「脱水処理事業」を開始。野菜くず処理を最適にし、食品リサイクルに貢献、産業
  廃棄物処分業許可取得（脱水施設）(2021.8)
・経済産業省が定めるDX認定制度に基づく「DX認定取得事業者」として認定(2022.1)

・東亜石油扇町工場の閉鎖(2011.9)に伴い、製造・施設の解体作業を実施
  するため川崎事業所が発足(2011.10)
・石油精製設備については、2013年に解体完了、資産売却等について検討

・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙﾘｻｲｸﾙ､ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂の製造･販売
・日本で唯一の技術であるPRT方式(ｱｲｴｽ法)によるPET樹脂のｹﾐｶﾙﾘｻｲｸﾙ
・日本環境設計による完全子会社化(2018.4)
・日本環境設計がｱｻﾋ飲料と融資契約を締結し、2021年夏に工場を再稼働する
  ことで、年間22,000ｔのﾘｻｲｸﾙPET樹脂の商用生産を行うことを決定（2020.9）
・独自のｹﾐｶﾙﾘｻｲｸﾙ技術「BRING Technology」で、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾃﾚﾌﾀﾚｰﾄ（PET）を化学的
 に分解し、不純物を除去した上で、再結合させてPETを生産（2021.8）
・本格再稼働(2022.10)

東洋埠頭　川崎支店

JFE銅板　　　　　　　　　　　　　　　　2015.11開業等　約4.2ha 

新大扇橋
(はね橋)

京浜ﾊﾞｲｵﾏｽﾊﾟﾜｰ
・発電出力4万9千kWの国内最大級のﾊﾞｲｵﾏｽ発電所
・燃料は木質ﾍﾟﾚｯﾄやﾊﾟｰﾑﾔｼ殻を使用しており、木質系燃料だけを使う発電所
  としては国内最大級
・高効率、低公害、省ｽﾍﾟｰｽ性が特徴の「循環流動層ﾎﾞｲﾗ」(JFEｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ)
  方式の発電ｼｽﾃﾑを採用

2008.1開業等　約5.3haﾍﾟｯﾄﾘﾌｧｲﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

三協興産
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※　下線を付した企業は、「かわさきｶｰﾎﾞﾝｾﾞﾛﾁｬﾚﾝｼ2050」の賛同者
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